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するものであり，従って有機錫化合物の一種の毒性 位する事に第三の意義を認めた。即ち三菌の元来の

であると言、、得る。 AM抵抗性，耐性獲得及び三菌聞の措抗作用から，

その人に於る臨床症状，及び動物実験に於る中毒 対照群雛が1カ月半後次第に到達する安定した三菌

死をおこす範囲の所見は概ね相対応するものの如く の分布に，騨化直後の早期よりもって行き，而もそ

である。 の分布を維持させる事が，発育促進の重大なる要素

動物実験に於ては，濃度，時間，回数，温度によ であると考えた。

る毒性発現の差を比較せんが為，噴霧法と加温蒸発

法により， 1立方米の容積を有する原板トタジ製健 7. ヨ四グルトの動物成長に及ぼす影響に。いて

を用いて， 1群 3乃至5匹の大黒鼠を用いて，その 安藤良夫 

剖検所見により之が実験を行った。 森永ョー グツLトにより乳酸菌 (B.Bulgaricus) 

の動物成長に及ぼす影響を腸内菌叢の内啓酸揮菌，
5. 腸内に於ける曙酸樟薗の生理的意義に関す各
腸球菌，大腸菌の三者の態度によりしらベた。
研究 
投与した乳酸菌は糞便中には全く認められず，全

福島 俊 例に於て糞便は正常便が多く正常便中の腸内菌叢を

斎藤，河合両氏考案の無菌飼育装置を用い， B. みるに曙酸揮菌が最高数を示し，大腸菌，腸球菌の
 
.	Acidophilusを無菌飼育雛に経口投与し主として JI民に少くしかも大腸菌と腸球菌との菌数の差が比較
発育に及ぼす影響及び一般状態について観察し，更 的少ないもの程体重増加が良好であった。
に大腸菌と同時に投与し，同様の観察を行った。卿 ヨ{グルト中の B.Bulgaricusの腸内に於ける
化直前の単冠白色レグホユ/種の卵を薬物で被菌L， 作用により曙酸揮菌の増加，大腸菌の減少(腸球菌
第 3号A型，第3号 A'型，及び4第号型無菌飼育 は殆んど不愛〉の結果整腸作用を来たし正鵠慣が多
装置に於て麟化発育せしめ，瞬化後 10日目の無菌 く体重増加を来たしたものと考える。
雛に R Acidophi1usを 1羽 10seの割に経口投 糞便pH値については一定の傾向がみられず向検 h 
与したところ，対照の無菌雛より透かに良好な発育 討を要するものと思われる。
を呈した。次に同様の方法でB.Acidophilusと大
腸菌を同時に与えた'ところ，大腸菌単独の場合に見 8. 阻虫卵に対する嫌気性菌類の按卵転機に関ず
られた体重増加遅滞下痢等は菌投与後 2--3日間に る実験的研究
見られ，その後は寧ろ無菌雛よーり発育良好となっ 丸山泰弘
た。この現象はB.Acidophilusの定着の良い程発 姻虫卵に対して，嫌気性菌中特に著明なる殺卵性
育良好であった。即ち B.Acidophilusは大腸菌の のある一株の偏性嫌気性菌を分離し，次し、で其の作
作用と拾抗し，・相殺する現象を呈した。なお B. 用機転を探究せる結果，次の如き実験成績を得た。 
Acidophi1usとB.Sporogenesを同時に与える実 1) 本菌株は， Cl，angulosumに大体類似せる
験を実施中である。	 性状を有する菌である。 
6. 抗生物質の動物に対す各成長促進の作用機転
2) 木菌株の葡萄糖馬鈴薯プイヨシ 3日間培養液
 
より分離抽出された脂酸分劃は，姻虫卵に対して強

に就いて
力なる殺卵性を示しなお，カプリシ酸が主役をな
吉江俊夫 すことを確認したo
難雛とオ戸レオマイシユ/を用旬、前後 2回計70羽 3) 木菌株の肝片加肝臓プイヨユ〆 3昌間培養液ょ
の雛に就き，瞬化直後より 2ヶ月聞にわたり，その り分離抽出され酵素蛋白分劃は，阻虫卵発育阻害能
常在多数菌たる瞥酸揮菌，腸球菌，大腸菌を選択培 を有することを知った。
地により MPN法で検討した。その結果，幼雛期の 以上の成績より，本菌による殺卵作用は，主とし
大腸菌が腸球菌に比較的優勢に桔抗.し両者聞のバラ て本菌より分離抽出せるカプリ y酸によるものにし
ンスが不安定な時期に大腸菌を抑える事に第一の意 て，その作用は酵素蛋白の存在により増強せられる
義があり，腸球菌が見掛け上の優勢でなくその菌数 ものと考えられる。
を維持する事に第二の意義があり，三菌中最も耐性
を獲得する瞥酸揮菌の数が中雛期に三菌の最も上に
